
外航貨物海上保険 
をご加入いただく皆様へ 

本書面は、ご加入いただく引越荷物にかかわる外航貨物海上保険の、 
特に重要な情報をご説明したものです。 
ご加入になる前に必ずお読みいただき、ご加入くださるようお願い申し上げます。 
 本書面はご加入に関するすべての内容を記載しているものではありません。 
 詳細につきましては保険約款やパンフレットをご参照ください。 

■商品の仕組み 
この保険は、被保険者  ご自身の引越貨物に対して被保険者が保険料相当額をご負担していただく保険です。 
運送業者である㈱ヤマタネと東京海上日動（以下「弊社」といいます。）との間において、㈱ヤマタネが保険 
契約者  となり、お客様から保険加入の依頼を受けた引越荷物を補償の対象とする外航貨物海上保険の包括 
契約が締結されております。保険加入依頼を行ったお客様は被保険者として保険契約上の権利を有し、保険 
事故発生の場合には弊社に対して直接保険金請求を行うことができます。 
本保険にご加入いただければ、㈱ヤマタネを含めた運送業者の賠償責任の有無を問わず、ご加入いただく保険の 
内容に従って保険金を支払います。なお、保険料相当額はお客様のご負担であり、この保険に加入されるか否かは 
お客様の任意ですので、この書面に記載された内容を十分にご確認のうえご判断ください。 

■英文保険証券（適用約款および準拠法） 
外航貨物海上保険は、国際輸送貨物の輸送中における海上危険（Marine Risks）や戦争危険（War Risks） 
およびストライキ等危険（S.R.C.C. Risks）による事故によって、貨物に生じた損害を補償します。 
海上危険（Marine Risks）は、通常、英文保険証券とロンドン国際保険引受協会で制定された協会貨物約款 
（Institute Cargo Clauses/以下「ICC」といいます。）にしたがって補償されます。基本的な保険条件には 
ICC(A)、(B)、 (C)の３種類があり、適用される条件は原則としてICC(A)となります。 
戦争・ストライキ等危険は上記の協会貨物約款に付帯される協会戦争約款、協会ストライキ（等）約款に 
したがって補償されます。 

※海上危険（Marine Risks）とは、輸送中における船舶の沈没・座礁、火災・衝突等の輸送用具の事故のリスク、暴風雨・落雷等の自然災害 
 のリスク、荷卸時の破損、盗難等の人為的なリスク等の総称です。 
※戦争・ストライキ等危険（War & S.R.C.C. Risks）とは、輸送中の貨物が戦争によって損害を被るリスクや、労働者のストライキや暴動の 
 リスクをいいます。 
※主たる輸送用具として航空機が使用される場合には、対応する協会貨物約款のICC(Air)を使用します。 
※使用する輸送用具によって、「船舶・船」は「航空機」等へ、輸送実態に応じて読み替えます。 

本書面は、ご加入に際してご確認いただきたい事項、ご加入に際して被保険者にとって不利益になる事項
等、引越貨物にかかわる外航貨物海上保険をご加入いただくにあたっての重要な事項についてのご説明
（重要事項説明書）となりますので、ご加入になる前に必ずお読みいただき、ご加入くださるようお願いしま
す。ご契約の内容は、協会貨物約款（Institute Cargo Clauses）、特別約款・特約条項（以下、特別約款・
特約条項を特約と記載します。）によって定まります。本書面はご加入に関するすべての内容を記載して
いるものではありません。詳細につきましては保険約款やパンフレットをご参照下さい。 

ご加入前に必ずご理解いただきたい大切な情報が掲載されています。 
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＊但し、中古自動車に破損、曲損、へこみ損、擦過損が発生した場合は１万円の免責（お客様の自己負担）が 
発生しますので予めご了承下さい。 

＊損害の発生した引越貨物が修理可能な場合で修理費用が保険用梱包明細/Packing List記載の金額を超えない
場合は当該修理費用を保険金としてお支払い致します。 

＊美術品、収集品、骨董品、宝飾品、毛皮その他５０万円を超える高額品に関しましては、事前にお問い合わせ
下さい。 

 



上記に加え、以下につきましても保険金お支払いの対象外となりますので、予めご了承下さい。 
・楽器類の音質・音色の変化、弦のゆるみおよび自然に発生する音律不調による損害 
・家電、コンピューターなどにおいて外装異常が認められない場合もしくは原因の特定できない場合の
電気的、機械的な故障または変調による損害 

・気象条件または温度変化によって生じた滅失または損害 
・家具類などの劣化による損害（外的要因によらない塗装の色落ち、色むら、ひびなど） 
・衣類などの劣化による損害（外的要因によらない色あせ、色落ちなど） 
・所有者が携行する引越貨物の損害 
・損傷の結果による格落ち損害 
・引越貨物で一部または全部がペアまたはセットのものである場合、損害を被った部分がペアまたは
セットとして特別な価値を有していたとしても、その特別な価値に関係なく当該部分の損害にのみ 
保険金をお支払いいたします 

 （例：４客セットのコーヒーカップとコーヒー皿で１客に損害が発生した場合はその１客分にのみ 
 保険金をお支払い致します。） 

 
また、以下の貨物につきましては保険の対象となりませんのでご注意下さい。 
・貴金属、現金、通貨、預金通帳、株式、証券、原稿、コインや切手などの収集物、その他特に高価な
もの 

・生鮮食品 
・生動物、植物、種子 
・稿本、設計図、図案、ひな型、鋳型、木型、紙型、模型、証書、帳簿その他これらに類するもの 
・テープ、カード、ディスク、ドラムその他これに類するコンピューター用の媒体に記録された 
プログラム及びデータ、など 

・保険用梱包明細/Packing List   記載の金額を超える補償 
・保険用梱包明細/Packing Listに記載のない引越貨物の損害（紛失を含みます） 
・記念の写真、品物で客観的な金額の算定が困難なもの 
（センチメンタルバリューはお支払いの対象となりません。） 
 
 

 

 

 

【梱包明細/Packing List】・・・・・・・ 





協会約款では、海上危険・ストライキ等危険は貨物が保険証券記載の仕出地の倉庫・その他保管場所において、輸送の目的を 
もって初めて動かされた時から開始し、保険証券記載の仕向地にある最終倉庫・その他の保管場所で荷卸が完了した時に終了
します(*)。 

保険金額は保険価額   と同額とします。保険価額は中古品時価額とします。 
時価の基準は購入時価額に期間に応じた減価率をかけたものや、売却見積時の価格など、客観的な基準によるものとします。 
各貨物について、１点１０万円（もしくは外貨相当額）を超える品目については、 
所定の「価額証明書（Particulars of Personal Effects）」フォームの明細にすべてご記入いただきます。 
上記フォームに記入のない引越荷物は１点１０万円以下と見なします。 
保険金支払額は時価額に基づくため、保険金額を時価と異なる金額で設定せぬようご注意ください。 

保険金額が時価に満たない場合は、以下算式となります。 
保険金支払額＝損傷をうけた貨物の時価×損害による減価割合×保険金額÷時価額 
【例】50万円の時価額の貨物の保険金額を40万円として申込、貨物の半分が半壊した場合 
   保険金支払額 ＝25万円（貨物の半分/時価ベース）×50％（半壊）×40万円÷５０万円 ＝10万円 
   …したがってこのようなケース（一部保険といいます。）では、荷主様に一定の自己負担が生じますので 
    ご注意ください。自己負担の発生を予防するためには、保険金額は時価額100％で協定する必要があります。 



※保険料の払込方法につきましては、保険加入と同時に（遅くとも危険開始前までに）全額をお支払いいただきます。 

（別途取り決めがある場合を除きます） 

※保険種類（特別約款の種類）、ご契約内容によって、最低保険料が3,000円以外の金額の契約もありますので、詳細については、代理店 

 または弊社までお問い合わせください。 

実際にご加入いただく際の具体的な保険料の額や、お選びいただける払込み方法等、詳細は代理店または弊社までお問い合わせください。 

◆一般社団法人 日本損害保険協会 そんぽADRセンター（指定紛争解決機関） 







.取扱代理店 

山種不動産株式会社 保険部 
電話：03-3666-3755 
FAX：03-3666-3239 

※適正に譲渡された場合を除き、保険証券類は大切に保管して下さい。 

※取扱代理店は引受保険会社との委託契約に基づき、保険契約の締結、保険料の領収、保険料領収証の発行、契約の管理業務等の代行 

 業務を行なっております。したがいまして保険契約者と取扱代理店との間で有効に成立した契約につきましては保険契約者と引受保険 

 会社との間で直接締結されたものとなります。 

※この保険契約と重複する保険契約が他にある場合は、保険金のお支払いが按分されますのでご注意ください。 

 ②契約締結、契約内容変更、保険金支払い等の判断をするうえでの参考とするために、個人情報を他の保険会社、東京海上グループ内の他の保険 
 会社、一般社団法人日本損害保険協会等と共同して利用すること 


